
平成２５年度様式 

様式第10号（第17条関係） 

事 業 報 告 書 

1 支援団体名 畝野老寿会 

2 事 業 名 称 緑川ダム周辺美化作業 
3 実 施 日 時 毎月１回（原則として20日） 
4 実 施 場 所 緑川ダム周辺（公園、管理所下広場、展望所、花壇） 

5  事業目的、内容 
及びその効果 

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に 

緑川ダム周辺広場公園（ダム管理所下広場・中の島公園・子供の広場 3 地区）の美化清

掃活動は、毎月20日を定例日として、草刈り機・手鎌・剪定鋏・竹箒等を使用夏季 

（4月～10月）は８時、冬季（11月～3月）は9時より約2時間を目安として実施して

います。ダム建設が竣工した昭和 46年の長きに亘り平均 28名で一度も休まず、又一人

の事故もなく続けております。このことは会員各位の熱意がこもった作業だと思います。 
（事業実施効果） 
ダム周辺を訪れた人々に、ダムへの親しみ、自然の大切さ環境保全の大切

さを教えてくれ、緑川ダムの不法投棄が「0」であることからも社会に貢献
されている。広場からの眺望、環境面の良さのため各種のイベント、3 月
30日開催される、今年の「2014さくら健康フェスタ IN美里」には、1,000
名を超える申し込み者があり、北九州からも参加されておられます。3月の
作業は、子供の広場、中の島公園については、時間をかけての作業でした

ので昼食を兼ねての休憩は、大変喜ばれることだと思います。 

6 参 加 内 訳 

総人数 （延人数）   305 名 
（1）主催者参加  （延人数）  305  名 

（2）日本人参加（（1）を除く）                        0  名 

（3）外国人参加（（1）を除く） 0  名 

7 今後の方針 ダム竣工以来、無事故の奉仕作業、先輩の意思と伝統を継承し、ダムを訪

れる人々が再度訪れる人々が再度訪れられることを望んで美化作業を実施

していきます。 

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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（事業実施効果） 

本シンポジウムが 10 回を継続する中で、市民、大学、企業そして行政が共働により、雨がふ

り川へといたる過程での流域治水の試みが共通理解のもとに進められることとなった。 

その具体的なモデル流域として樋井川流域での流域治水の実践が試みられているが、本

年福岡県により樋井川の河川整備計画に流域対策が明記される方向で進んでいる。 

これまでの経験と成果を振り返るとともに、危険だけではなく恵みをもたらす雨と、よい水循

環と、総合治水などについて、専門家の持つ知識や見識を、地域のさまざまな立場の人々が

集まって理解し、共有することができた。 

平成 26 年度からは樋井川において法定計画に定められた流域対策が地域と一体となっ

て具体的に進められ、これからの都市河川での流域治水のモデルとなるであろう。 

ここにいたる合意形成の重要な場面を 10 年間においてつづけた事業実施の効果はき

わめて高く評価されると考えている。 

 参 加 内 訳 

総人数                           ８０名 

（１）主催者参加                              7 名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                      73 名 

（３）外国人参加（（１）を除く）                 0 名 

７ 今 後 の 方 針 

本事業によって開催されてきたシンポジウム「雨から川へ、水のつどい」は、第 10 回

をもって一区切りをむかえるものとする。 

市民、大学、企業、行政が一体となった新しい共働の在り方は、樋井川流域での具体的

な流域治水の実践によって進められるであろう。 
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平成２５年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 きゅうらぎ川あゆまつり実行委員会

２ 事 業 名 称 さよの湖湖水祭・きゅうらぎ川あゆまつり

３ 実 施 日 時 平成２５年７月２８日

４ 実 施 場 所 厳木ダム中央公園、唐津市厳木コミュニティセンター

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に

・全体事業費２，９５１，３１５円

・うち借上料（仮設ﾄｲﾚ、大型ﾃﾝﾄほか）６４６，４７９円

○湖水祭

国、県、周辺自治体及び地元住民が参加し、厳木ダム周辺並びに厳木

川の安全祈願を行った。

○きゅうらぎ川あゆまつり

唐津市厳木コミュニティセンター周辺において、第２９回きゅうらぎ

川あゆまつりを実施した。（詳細は別紙のとおり）

（事業実施効果）

○湖水祭

ダム貯水池周辺及び厳木川の安全を祈願するとともに、森林やダム、

河川等の重要性について参加者一同理解を深めることができた。

○きゅうらぎ川あゆまつり

多くの人に川に親しみながら祭りを楽しんでいただき、河川が水産資

源の宝庫であることを理解してもらったとともに、河川が果たす重要

性についての周知促進が図られ、理解を深めることができた。

６ 参 加 内 訳

総人数 約５，０００名

（１）主催者参加 約８０名

（２）日本人参加（（１）を除く） 約４，９００名

（３）外国人参加（（１）を除く） 約２０名

７ 今 後 の方 針

今後もこのようなイベントをとおして、流域住民の河川に対する様々な

意識向上を図るとともに、より多くの人に河川愛護思想の啓発を促し、

川は郷土の代え難い財産であることを再認識してもらうことが重要だ

と考えている。

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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